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4 チャリティ公演については補論を参照のこと。 
5 ３月 11～21 日にかけての公共劇場 12 箇所（14 団体）、商業演劇系劇場 10 箇所（11 団体）、
小劇場系 19 箇所（35 団体）の動向が詳細にまとめられている。「東日本大震災における東
京・神奈川の公演対応状況まとめ」 http://fringe.jp/files/topics/shinsai/#footnote_03 





















































の仲代達也である（『Vincent Van Gogh 炎の人』・於池袋・サンシャイン劇場）。彼は、公演




























年３月 16 日～18 日・渋谷オーチャードホール）をめぐる一連の動きが象徴的である。震災
当日に来日をした彼女は、「私を迎えている日本に背を向けて帰るなんて考えられなかった」
                                                        
11 震災直後はウェブサイトに掲載された。現在公式ウェブサイトでの閲覧は出来ないが、
この全文は『悲劇喜劇』で高橋豊が全文を引用した（高橋 2011:19）。 
12 その後３月 20 日にびわ湖ホールでの公演を無事迎えた。 
13 ただし神奈川芸術劇場は３月 14 日以降「主催公演」の中止を決定したのであり、貸館事
業についての言及はない。この経緯をめぐる劇場側の説明と情報開示不足について「fringe」
管理人の荻野達也は館側の対応を批判した。「神奈川芸術劇場は震災時の自主事業中止につ













































                                                        
14 「『日本人は強い』激励――シンディー・ローパー来日公演で募金」『朝日新聞』 2011
年３月 21 日 17 面。野田秀樹も彼女の活動に後押しされたと語った（野田 2011: 24）。 
15 ３月 15 日以降の公演で上演前に読まれた挨拶文は下記 URL で閲覧可能。 




































の保証が提案され、現在では合意に至ったという（石井ら 2011: 12-13）19。 




18日刊シングルマザーズ「３月 11 日（金）から 13 日（日）まで公演中止」 












































                                                        
20 日刊シングルマザーズ「東京公演、大盛況で幕を降ろしました」 



















































































                                                        
23 芸術創造環境はいま――小劇場の現場から 第 10 回」小劇場レビューマガジン
Wonderland  http://www.wonderlands.jp/archives/18020/#more-18020 
24 震災当日アリオスには 150 人が避難をした（いわき市の発表）（柾木 2011: 46）。 









































                                                        
28 ままごとの柴幸男は 2010 年に２年生のアトリエ公演の演出を行っていた。 
29 ワークショップの終わりには各グループが発表を行い、優秀作品が決められた。いわき




31 ５日の公演では最大で 217 アクセス、延べ 596 アクセスの視聴があった。この動画は現








































































































































                                                        













































                                                        
36 震災後の倒産第一号は福岡市に本社を置くイベント企画・運営会社「ＢＩＣ」である。（産
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